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数種殺菌剤のスェヒロタケ生育に及ぽす影響と

　　　　スギ辺材材粉による抗菌力の不活化

達1山和紀察

　　　　　　　　　Kad－zunon　TATsUYAMlA

Inf1uence　of　Seyera1Fu．ng1c1d．es　on　the　lMyce1蝸1Growth　of

　8肱・ψγ肌肌g・肌舳閉・ndI…ti・・ti・n・fFmgi・id・1

　　　Actw1ty　caused　by　Mak1ng　contact　w1th　Powder

　　　　Made　from　Sap　Wood　of　Cryptomer1a　Tree

　　　　　　　　緒’　　　言

　木材防腐剤の効果は種々の要因婁たとえば①防腐剤

そのものの抗菌力②材への浸透移行の良否③抗菌力

の不活化④定着，流亡性，などにより影響される画防

腐剤の使用形態は一般に化学物質を材の内部に浸透させ

る1こ一と1＝こよりその効果が期待されるものであるか，ら，

農作物の病害防除における浸透性殺菌剤による内科療法

の概念をほぼあてはめて考えることができよう。すでに

多くの研究によってイ・ネなどの作物の組織内におけ、る浸

透性弾菌剤ρ末活化が確かめられ（1）（5）（6λ新農薬開発の

ための基礎資料として役立っているが，木材防腐剤につ

いてはこのような観点カ）らの研究は少ない。PCPを混

入したジャガイモ寒天培地上において，スエヒロタケは

0，003％，ヒイロタケは0，002％以上のPCP濃度によ

ってその発育を阻止されるが，材片法によってヒイロタ

ケ，ホウロクタケなどの腐朽防止を調べるとヒイロ．タケ

ではpCP0．02％，ホウロクタケでは／彩以ニヒの濃度

が必要であり（2）う実用濃度は培地上での試験濃度と比較

しては6ふに高い・とあように・試睡方法によ，？て菌の

発育阻止濃度に大きな差を生じる原因には，供試防腐剤

の材質との接触による不活化も考慮されよう。このよう

な観点に立って，筆者は数種の化学物質の培地上におけ

る抗菌力と材質接触後の抗牽力を比較した。

実験の方法およぴ結果

　実験に1ま第1．表に示したような殺菌剤を用い，有機錫

化合物以外は原体を供試した．供試殺菌剤を混入した寒

天培地（可溶性殿粉10タ，粉末酵母エキス29，寒天

129・水14）を径9c㎜＝のペトリ皿に箪し込み・その

中央に本研究室で分離したスェヒロタケの菌糸片を植え

込み，28◎Cの定温器中に置いてその発育を記録した邊

第／表に示すとおり争スエヒロタケはPMF争PCPを添

加した培地上では64P・P・㎜・以↓の濃度で完全に発青を

阻止され，また，有機錫（トリブチル錫オキサイド），

cyc1ohe苅皿1de区では／6PP㎜以上で阻止されたが，

塩化第二水銀区では64P．P瓜の濃度でもかなりの発育

が認められた、

　第／図は，木材の材粉と接触させた後の供試殺菌剤の

抗菌力を図示したものである．はじめの実験に用いた培

地から寒天のみを除いた液体培地に，種々の濃度になる

ように供試殺菌剤を混入し，100m．1三角フラスコに50

㎜1ずつ分注，クラッシャーで細粉化したスギ辺材粉を

59投入し充分かくはんした国材粉を投入した培地は24

時間経過した後ガーゼでろ過して材粉を除き，／．2％に

なるように粉末寒天を加え，殺菌後，ペトリ皿に分注，

固化した培地上でのスェヒロタケの発育を観察した毬そ

れぞれの区で，材粉を投入しなかったものを対照区とし

た。第／図丁工は，材粉による塩化第二水銀の不活化を

示したものである。すなわち，256P．p．軌区において

．も，材粉との接触がその抗菌カを全く失なわせた。他の

決試殺菌剤においても，第1図皿一Vに示すとおり，そ

れぞれ不活化が認められた曲

　第1図のうち，cyc1ohexm1aeの不活化が最も少な

い、つきにcyc1ohex1mdeとPCPを用い，薬量に対

する材粉の割合をさらに多くして両剤の不活化を比較し

た、ペトリ皿に入れた辺材粉59に4㎜1※の殺菌剤溶液

を混和，さらに材粉がぺ一スト状になるまで表留水（薬

量のほぼ3倍）を加えて表面をヘラで平面にかため，そ

※　植物病学研究窒

※　2シ6×14c㎜のスギあ材を水中に蜜漬し．4Iヨ目の重量増加露原重痘の約80彫

　　であつた．
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第1表数種殺菌剤のスェヒロタケ生育に及ぼす影響

　　　　　　　　濃度　　生育日数
殺　　菌　　剤
　　　　　　　　P・P・m・　　3　　　5　　　7

対　　照　　区

HgC12

PMF

PCP－Na

Sn　comp燃

28※　　55

　1　　28
　4　　25
16　　27

64　　25

256　　±

　1　　15
　4　　／2

16　　　±

64　　－

256　　一

　1　　24
　4　　18
16　　±

64　　－

256　　一

　1　　±
　4　　　±

16　　　－

64　　　－

256　　‘

　　　　　　　　　1　　±
　　　　　　　　　4　　　±
Cyc1o血e瑚醐一1d．e　　　　16　　　　－

　　　　　　　　　64　　－

　　　　　　　　256　　・

※　菌そう直径血㎜

燃　トリブチル錫オキサイド

57

56

57

43

±

30

19

±

50

32

15

1
1
±

30

21

70

10

43

32

±

72

48

22

21

10

52

39

の中央にスェヒロタケを接種した邊第2表は，7日目に

おけるスェヒロタケの生育を示したものであるが，第1

図に示した成績に比較して供試殺菌剤抗菌力の不活化は

さらにいちじるしかった、なお，cyclohex1m1deはPCP

に比較して不活化され難い。

　　　　　　　　考　　　　察

　殺菌剤の植物体内における不活化は，個々の殺菌剤に

ついて調べられており，たとえば水銀剤は主としてたん

ぱくのチオール基との結合によるものとされており（6），

有機錫がたんぱくによるほか，植物体内の有機酸，シス

テイン，ヒスチジン，アスパラギンなどによって不活化

されることも知られている（4）が，供試殺菌剤の材質によ

る不活化がどのような機作によるものか不明である、ま

第15号A－1農学（1％7）

菌
そ

う　50
直
径
解肌

ガ
　　O

50

O

対照区

4

3

第1図一工

64PPm 256PPm

　4　〃
〃

5　7　　3　5　7　3　5　7
　無処理区
○　材粉混入区　　　　　（生育日数）

　HgC12

ユ6Ppm　　　　　64PPm　　　　　256PPm

J／　　　　　4
第｝図一n　PMF

50

O

0

16pp㎜　　　　　　64p一州1　　　　　256Pp胴

／／／
　　　　　　　　一　　　ノ

第工図一一1－　　　PCP－Na

4ppm、！　　　　　　ユ6卯㎜　　　　　　　64叩㎜　　　　　256叩胴

1！　　　　11　　4
第工遅ヨーW　　　　Sn　co㎜p．

’O

4PPm 16ppm　　　64P岬　　　2561卯m

第1図一∀　　Cyclo11exi㎜ide

スギ辺材材粉による殺菌剤抗菌力の不活化

sokyu



達山和紀数種殺菌剤のスェヒロタケ生育に及ぽす影響とスギ辺材材粉による抗菌力の不活化　一51一

た，材の種類による不活化の程度の差も今後調査される

べき問題であるが，材質との錘触による不活化は，殺菌

剤の防腐効果を試験するに当って考慮されるべき要因の

一つと言える、

　CyC1OheX1m1deはカラマツ先枯病の防除に実用化され

ており（3），その効果は材質内の移行がすぐれているため

と考えられるが，一般に抗生物質は植物体内を容易に移

行するようである。b1asticidin－Sがいもち病の内科療

法剤としてすぐれているのも透過移行が容易であるため

であるが，植物体内で移行しやすいことはそれが不活化

されにくい（5）ことも一因であろう。本試験においても

cyc1ohexm1deがスギ辺材成分に不活化されにくいこと

が明らかにされた田しかし，cyc1ohex1㎜1deが木材防腐

剤として実用上使用できるかどうかは，また，別の要因

についての試験を経ぢければ結論を述べることはできな

い。

縞　　　　　要

第2表　スギ辺材材粉による殺菌剤抗菌カの不活化

濃　　度
％

／

1／4

1／42

1／43

1144

PCP＿Na　　　　　Cyc1ohex1皿1d．e

＿　　　　　　　　　　　　　＿※

十　　　　　　　　　　　　　　　　＿

十　　　　　　　　　　　±

十　　　　　　　　　　　十

　数種殺菌剤のスェヒロタケに対する抗菌力を調査し，

その抗菌力の材成分による不活化を比較した。供試殺菌

剤は，いずれも，．培地上における供試菌の生育を阻害し

たが，スギ辺材材粉と接触させることによって抗菌力が

低下した。木材防腐剤の実用にあたって高濃度の施用が

要求されるのは，殺菌剤が材成分によって不活化される

ことが一因であると考えられた。

※菌そうの生育
　一・…・・生育しない、

　十……生育。菌そうの周縁が不明瞭で菌そう直
　　　　　径は測定できない、

供試投菌剤のうちCyc1obexi㎜ideは田辺製薬KK、トリプチル錫オキサイド

は東京フアインケミカルKK，の御好意により入手した．深謝する．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S遡磁醜雛y

　The　present　paper　dea1s　w1曲the　exper1㎜enta1resu1ts　on　the　effects　of　severaユfung1c1des

on　the㎜yce11a1growth　of跳ばopんγ肋肌co1η肌ω肌，and－on　the1nactwation　of　the　fung1c姐es

caused－by皿ak1ng　contact　w1th　components　of　Crypto血er1a　wood－s

　Myce11a1growth　of　the　fmgus　was　checked　on　the　cu1施re　med1a　contam1ng　these　fung1－

c1des　Ant並unga1act1v1ty㎡these　fung1c1d．es　dropPed　down　when　the　fung1c1d．es　had　been

㎜盈de　contact　w1th　powder㎜ade　fro㎜sap　wood　of　Crypto皿er1a虹ees　　One　of　the　reasons

of　dropp1ng　of　the　fung豆c1da1　act1v1ty　1n　pract1ca1　apphcat1on　豆s　proba－b1y　due　to　the　ヱn－

actwat1ons　of　the　fung1c1d－a1actmty　caused　by　mak1ng　contact　w1砒co㎜ponents　of枇eated－
WOOdS．


